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1．はじ助に   

従来の特性関数形ゲームは，協力によって得られる  

利益が提携どとに与えられているが，ここで．捏携  

β⊆Ⅳに含まれるプレイヤーは全員完全な協力状態  

にあることが仮定されている．これに対し∴提携への  

参加レベルを考慮することで曖昧な協力関係を表現で  

きるように拡弓長したものがファジーゲームである．   

ファジーゲームにおけるコアはAubin（1974）によっ  

て定義され近年も，従来の特性関数形ゲームのコア  

との比較などの研究がなされている．しかし，Aubin  

（1974）のなかで，コアにおけるプレイヤーの受け取る  

支払額は参加レベルに対する比例配分という仮定が置  

かれているが，この仮定を正当とする理由は与えられ  

てはいない．本稿では特性関数が正一次同次（positive  

homogeneousofdegreeone）であれば，コアにおける  

支払いは参加レベルに応じて比例配分に基づくもので  

あることを証明する．   

また，応用として，線形生産ゲーム（linearproduc－  

tiongame）においてファジー提携を考慮したファジー  

線形生産ゲームを定義し，このゲームのコアが非空で  

あることを示す．  

乱 ファジーゲームとAl地五mのコア   

Ⅳ＝（1，2，．‥，可をプレイヤーの集合とするとき  

β＝（β1，β2，‥・，βれ）∈【0，1】〃をファジー連携という．  

ここで，各要素勘は，プレイヤー五が完全に協力す  

る場合をβi＝1，まったく協力しない場合をβi＝0  

としてプレイヤーの提携への参加レベルを表してい  

る．ファジーゲームは，プレイヤーの集合Ⅳとすべ  

てのファジー提携に対して提携値を与えた特性関数  

u：【0，1】Ⅳ→Rの組〈Ⅳ，γ〉で表される．また，すべ  

ての提携β⊆Ⅳは  

なるファジー提携eβとして表現できることからファ  

ジーゲームは従来の特性関数形ゲームの拡張になって  

いることがわかる．   

Aubin（1974）は配分集合およびコアを以下のよう  

に定義した．  

JM＝（〇∈がl∑ネ＝項〃），エi≧恒‘）∀豆∈Ⅳ）  
i∈〃  

C（り）＝（ご∈坤）l∑晒≧u（β）∀β∈【0，11n）  
i∈Ⅳ  

ここで，コアにおける各プレイヤーへの支払いは．プ  

レイヤーの参加レベルについて比例配分になっている  

ことに注意されたい．   

また，Aubinは特性関数の正一次同次性を仮定して  

いる．すなわち，すべての7＞0とβ∈tO，1］〃かつ  

7β∈【0，1】〃であるβに対してγ（7β）＝7再）を満た  

すような特性関数γを扱っているが，この仮定とコア  

における比例配分との関係性については言及していな  

い．以下では．特性関数の正一次同次性からコアにお  

ける比例分配が導かれることを示す．  

乱修正ファジーゲーム   

入をto，11上のLebesg漉測度，βを可測集合の全体  

とする．プレイヤーiによる部分的な参加をLebesgue  

測度をもつ【0，1］の部分集合烏で表すと，入（昂）を  

このプレイヤーによる参加レベルβiとして考えられ  

る．このように測度入をもちいて修正を施したゲーム  

（Ⅳ，γ，（【0，1】，β，入）〉を修正ファジーゲームとよぶこと  

とする．   

つぎに，修正ファジーゲームにおける利得分配を考  

える．すべての豆∈Ⅳに対して，プレイヤー豆への支  

払いを与える関数を∬亀：【0，1】→Rとすると，∬虚は  

【0，1】上でLebesgue可額分であり，参加豊島に対す  

るプレイヤー盲の得る分配額はム‘ごi（卯tとなる・   

以上のような修正ファジーゲームの枠組みをもって  

ファジーゲームの配分およびコアを曹き直すとつぎの  eデ＝〈ニ  

if官∈g  

if豆≠β  
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与え，線形生産ゲーム〈〃，Ⅴ〉を定義した．   

V（β）＝maX（ごT恒≧0，∬TA≦∑呵  
i∈β  

ここで，各プレイヤー宜が自分のもっている資源biの  

うち一部分β診iを投資できるとすると，（勘，β2，‥．，βn）  

をファジー提携とみなすことができ，このとき製品生  

産のために投入された資源は∑∈Ⅳβi♭iとなる・した  

がって，各ファジー捏携β∈【0，1］〃に対して   

γ（β）＝maX（∬TcIご≧0，エTA≦∑扉り  
i∈Ⅳ   

で特性関数を定義することにより，部分的投資をおこ  

なえる上記生産計画問題に対応したファジー線形生産  

ゲーム（〃，γ〉を得ることができる．   

定理（〃，可を，生産行列A価格ベクトルc，COm－  

moditybundlesbl，b2，…，bnをもつ線形生産状況に対  

応したファジー線形生産ゲームとすると，このゲーム  

の特性関数即は正一次同次である．さらに，ファジー  

線形生産ゲームのコアは非空である．  

ようになる．  
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Jm（γ）＝  

≧γ（ei）∀豆∈Ⅳ  

∑た1J這‘∬豆（f）dt  

≧γ（入（β1），…，入（‰））   

∀（β1，…，‰）⊆IO，1】〃  

Cm（γ）芋  ∬－∈Jm（γ）  

4．比例配分と正一次同次性   

まず，特性関数に仮定を置かなくとも，ファジーゲー  

ムのコアについて以下の命題が得られる．   

命題1〈Ⅳ，叫（【0，1】，β，入）〉を修正ファジーゲームとす  

る．もしこの修正ファジーゲームのコアCm（γ）が空  

でなければ参加レベルに関して比例分配された配分が  

このコアに含まれる．  

さらに，特性関数が正一次同次であるならば，コア  

に含まれる配分すべてが参加レベルに関する比例配分  

となっていることが示せる．   

定理 修正ファジーゲーム〈Ⅳ，γ，（【0，1】，β，入）〉におい  

てuが正岡次関数であるときコアに含まれる配分は  

参加レベルに関して比例分配となっている．すなわ  

ちご＝（れ，…，エれ）∈Cm（v）はすべてのプレイヤー  

i∈Nについてxi（t）＝COnStanta・e・in［0，1】となっ  

ている．  

これにより，Aubinの定義したコアにおける配分が  

参加レベルに関する比例配分であることが，特性関  

数の正一次同次性から導かれていることが明らかに  

なった．  

5．ファジー線形生産ゲーム   

Owen（1975）は，数種類の資源Cl，…，C9から数  

種類の製品賞，…，島lを生産する状況を表現する線  

形生産ゲームを定義した．ここでは，部分的な資源投  

入を許容したファジー線形生産ゲームを定義する．   

A＝【αjた駐1，…＝1（A≧0）を生産行列とする・各製  

品ろを何単位生産するかを勺で表すと，与えられた  

資源b∈（呵）Tのもとでは∬TA≦ほ満たす∬∈R竿  

だけ製品を生産できる．ここで，価格ベクトルをcと  

すると，∬だけ生産したときに得られる利益はごTcと  

なる．   

Owenは提携βのもっている資源によって最大限得  

ることのできる利益をβの捏携値として以下のように  

6．まとめ   

本稿では．ファジーゲームにおいて特性関数が正一  

次同次であるという仮定とコアにおける支払いが参加  

レベルに関しての比例配分になることとの関係性を明  

らかにした．   

また，ファジー線形生産ゲームにおける特性関数が正  

一次同次性をもち，さらにこのゲームにおけるAubin  

のコアが非空であることを示した．  
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